
著
者 

保
田 

琳

監
修 

石
田 

喜
美

ゲ
ー
ム
で
学
ぶ
！
物
語
の
創
作
・
お
話
づ
く
り



　

本
教
材
は
、
小
学
校

・
国
語
科
に
お
け
る

物
語
創
作
に
つ
い
て
の
学
習

（「
書
く
こ
と
」）

や
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
学
習
の
た
め

に
作
成
さ
れ
た
会
話
型
ゲ
ー
ム
教
材
で
す
。

　

物
語
創
作
の
授
業
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

物
語
の
舞
台
や
登
場
人
物

（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）

を
構
想
す
る
活
動
を
行
っ
た
上
で
、
実
際
に

物
語
を

「書
く
」
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

本
教
材
で
は
、
４
～
５
人
の
グ
ル
ー
プ
で

会
話
型
協
力
ゲ
ー
ム
を
遊
び
、
そ
の
活
動
を 

通
じ
て
子
ど
も
た
ち
が
物
語
創
作
の
た
め
の

構
想
を
主
体
的

・
対
話
的
に
行
え
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
登
場
人
物

（キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
や
物
語 

の
舞
台
の
設
定
を
作
成
す
る
た
め
の
作
成 

補
助
ツ
ー
ル
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
物
語
創
作
の
た
め
の
構
想
が 

苦
手
な
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、
様
々
な
パ
タ
ー
ン 

の
舞
台
や
登
場
人
物

（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
を 

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
教
材
お
よ
び
指
導
用
資
料
は

テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク
・
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ 

・ゲ
ー
ム
（Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
）
の
遊
び
方
を
ベ
ー
ス
に
、

保
田
琳

（
遊
学
芸
）
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
て 

い
ま
す
。

『
物
語
の
世
界
を
旅
し
よ
う
』
で
扱
う

ゲ
ー
ム
に
つ
い
て

　

本
教
材
で
は
、
４
～
５
人
の
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
、
ひ
と
り
の

［
語
り
手
役
］
と
複
数
人
の 

［旅
人
役
］
に
分
か
れ
ま
す
。

　

［語
り
手
役
］
の
先
導
の
下
で

［旅
人
役
］
が

一
緒
に
物
語
を
創
作
す
る
こ
と
を
楽
し
む
会
話

型
協
力
ゲ
ー
ム
を
遊
び
ま
す
。

　

［
語
り
手
役
］
は
、
物
語
の
展
開
が
書
か
れ

た
物
語
シ
ー
ト
と
地
図
シ
ー
ト
を
用
意
し
て
、

内
容
に
沿
っ
て
物
語
を
語
り
聞
か
せ
ま
す
。

　

［
旅
人
役
］
は

［
語
り
手
役
］
の
司
会
の
下

で
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
物
語
の
主
人

公
の
設
定
を
つ
く
り
、
演
じ
ま
す
。

　

［
語
り
手
役
］
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
１
人

１
人
交
代
し
な
が
ら
行
い
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
全
員
が
一
度
は

［
語
り
手
役
］
を
体
験

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
　

１

物
語
の
世
界
を
旅
し
よ
う
！

　
　
　
～
つ
く
っ
て
、
あ
そ
ぶ
物
語
～

［語か
た

り
手て

役
］

物
語
を
語
っ
て
ゲ
ー
ム
を
進
め
る

司
会
進
行
役
で
す
。

［旅た
び
び
と人

役
］物

語
の
主
人
公
で
あ
る
旅
人
を 

演
じ
る
役
で
す
。

●
ゲ
ー
ム
の
勝
利
条
件

　
［
旅
人
役
］
が
制
限
時
間
内
に
困
っ
て 

い
る
人
を
助
け
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
辿
り

着
け
れ
ば
全
員
が
勝
利
で
す
。

　

本
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
す
る
子
ど
も
た
ち 

に
は
、
協
力
的
な
会
話
を
行
い
な
が
ら
、 

全
員
で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
辿
り
つ
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

http://www.bunka.go.jp/jiyuriyo/
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja


授
業
プ
ラ
ン

■
子
ど
も
が
興
味
を
持
つ
ポ
イ
ン
ト

　

サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
登
場
人
物
や
舞
台
を
作
成
す
る 

時
が
特
に
盛
り
上
が
り
や
す
い
で
す
。

　

子
ど
も
が
選
び
た
く
な
い
単
語
の
時
は
振
り
な
お
し

を
さ
せ
た
り
、
自
分
で
選
ん
で
も
ら
っ
た
り
し
て
、 

子
ど
も
が
楽
し
く
作
成
す
る
こ
と
を
優
先
し
ま
す
。

　

気
に
入
っ
た
旅
人
を
つ
く
れ
る
と
［旅
人
役
］
と
し
て 

物
語
に
加
わ
る
の
が
楽
し
い
と
感
じ
ま
す
。

　

子
ど
も
に
よ
っ
て
は
、
主
役
の

［
旅
人
役
］
よ
り
も

［
語
り
手
役
］
と
な
っ
て
物
語
を
司
会
進
行
す
る
方
が

大
変
な
が
ら
も
楽
し
い
と
す
る
者
も
い
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
＝
対
戦
と
思
い
浮
か
べ
る
子
ど
も
は
、
協
力

ゲ
ー
ム
に
新
鮮
さ
を
感
じ
心
惹
か
れ
や
す
い
で
す
。

■
指
導
例

【学
習
の
ね
ら
い
】

・
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ
の
ち
に
物
語
を
創
作
す
る
中
で
、

自
分
た
ち
が
想
像
し
た
こ
と
の
中
か
ら
書
く
た
め
の

材
料
を
集
め
、
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
遊
ぶ
他
の
子
ど
も

た
ち
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
そ
れ
ら
の
材
料
を
吟
味

し
、
選
ぶ
こ
と
を
学
び
ま
す
。

　

（〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
〕
小
３
・
４

「
Ｂ 

書
く
こ
と
」
ア
）

・
振
り
返
り
の
活
動
の
中
で
自
分
た
ち
が
書
い
た
も
の

に
対
す
る
感
想
や
意
見
を
伝
え
合
う
こ
と
で
、
小
説 

や
ゲ
ー
ム
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
の
物
語
の
良
さ
に
気
付

く
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
文

章
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
ま
す
。

　

（〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
〕
小
３
・
４

「
Ｂ 

書
く
こ
と
」
オ
、
小
５
・６

「Ｂ　

書
く
こ
と
」
カ
）

・ 

登
場
人
物
や
物
語
の
舞
台
を
創
作
す
る
活
動
の
中

で
、
「
登
場
人
物
作
成
表
」
「
舞
台
作
成
表
」
を 

手
が
か
り
に
、
登
場
人
物
な
ど
の
特
徴
を
示
す 

語
句
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
物
の
様
子
や
行
動
、 

気
持
ち
や
性
格
を
表
す
語
句
の
量
を
増
や
し
ま
す
。

（小
３
・４

〔知
識
及
び
技
能
〕
オ
）

■
言
語
活
動
の
案

　

本
教
材
は
、「想
像
し
た
こ
と
を
書
く
活
動
」
（〔思
考
力
・ 

判
断
力
・
表
現
力
等
〕
「Ｂ 

書
く
こ
と
」(

２)

言
語

活
動
例
）
の
教
材
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
想
像
し
た
こ
と
を
書
く
活
動
」
は
、
小
学
校
全

学
年
お
よ
び
中
学
第
２
学
年
の

「
言
語
活
動
例
」
に 

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
教
材
を
用
い
た
言
語
活
動

と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
活
動
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

低
学
年
の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、
【
１
】

と

【
２
】
の
言
語
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が

自
由
に
遊
び
の
中
で
想
像
し
た
こ
と
を
物
語
と
し
て

書
く
活
動

（【５
】）
を
行
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

中
学
年
・
高
学
年
で
は
、
【
３
】
物
語
の
舞
台
を 

つ
く
る
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
て
、
物
語
の
全
体
像

を
考
え
な
が
ら
物
語
創
作
を
行
う
活
動(
【
５
】)

を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
中
学
生
で
は
、
小
説
と
し
て
の
物
語

の
み
な
ら
ず
ゲ
ー
ム
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
物
語
を

書
く
活
動
を
導
入
し
、
そ
れ
ら
を
比
較
さ
せ
る 

こ
と
で
【６
】
メ
デ
ィ
ア
の
物
語
に
対
し
て
本
質
を
つ
く 

視
点
を
培
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

中
学
２
年
生
段
階
で
こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と

は
、
中
学
第
３
学
年
で
の

「
文
章
の
種
類
」
を
踏
ま

え
た
活
動
（「Ｂ 

書
く
こ
と
」
イ
、「Ｃ 

良
む
こ
と
」
ア
）

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

■
学
習
プ
ロ
セ
ス

【
１
】
登
場
人
物
を
つ
く
る
～
登
場
人
物
の
人
物
像

を
想
像
す
る

（
低
学
年
・
中
学
年
・
高
学
年
・

中
学
生
）

　

子
ど
も
た
ち
は
、
主
役
と
な
る
登
場
人
物

「
旅
人
」

を
創
作
し
、
そ
の
登
場
人
物
の
人
物
像
を
具
体
的
に

想
像
し
ま
す
。

　

（〔思
考
力
・判
断
力
・
表
現
力
等
〕
「読
む
こ
と
」
エ
）

と
関
連
づ
け
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
創
造

し
た
登
場
人
物
の
行
動
や
性
格
、
人
物
像
に
つ
い
て

具
体
的
に
想
像
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
、
先
生
が

［
語
り
手
役
］
と
な
っ
て 

子
ど
も
全
員
が

［
旅
人
役
］
と
し
て
ゲ
ー
ム
を
遊
ぶ

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
自
ら
の
創
作
し
た
登
場
人

物
を
具
体
的
な
想
像
に
も
と
づ
い
て
演
じ
ま
す
。

【
２
】
複
数
の
登
場
人
物
を
つ
く
る
～
登
場
人
物
の 

人
物
像

（
低
学
年
・
中
学
年
）
や
関
係
性
を

想
像
す
る

（高
学
年
・
中
学
生
）

〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
〕
「
登
場
人
物
の
相

互
関
係
や
心
情
な
ど
に
つ
い
て
、
描
写
を
基
に
捉
え

る
こ
と
」
（小
５
・６

「
読
む
こ
と
」
イ
）

【３
】
物
語
の
舞
台
を
つ
く
る
～
物
語
の
情
景
を
想
像 

す
る

（中
学
年
・
高
学
年
・
中
学
生
）

　

次
に
、
子
ど
も
た
ち
自
身
で
完
結
で
き
る
よ
う
に 

先
生
が
サ
ポ
ー
ト
に
徹
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
子
ど
も 

同
士
で

［
語
り
手
役
］
と

［
旅
人
役
］
に
分
か
れ 

物
語
の
ゲ
ー
ム
を
運
営
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
形
に
移
行
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
は
、
「情
景
に
つ
い
て
、
場
面
の
移
り
変
わ
り 

と
結
び
付
け
て
具
体
的
に
想
像
す
る
こ
と
」
（
小
３
・

４

「
読
む
こ
と
」
エ
）、
「
物
語
な
ど
の
全
体
像
を
具

体
的
に
想
像
」
す
る
こ
と
（小
５
・６
「読
む
こ
と
」
エ
）

と
関
連
さ
せ
な
が
ら

―

【
４
】
物
語
を
遊
ぶ
～
自
分
た
ち
だ
け
の
物
語 

（中
学
年
・
高
学
年
・
中
学
生
）

【
５
】
み
ん
な
で
想
像
し
た
こ
と
か
ら
書
く
題
材
を

選
び
、
物
語

（小
説
）
や
シ
ナ
リ
オ

（ゲ
ー
ム
）

を
創
作
す
る
。

【
６
】
（
発
展
）
小
説
と
し
て
書
か
れ
た
物
語
と
、 

シ
ナ
リ
オ
と
し
て
書
か
れ
た
物
語
を
比
較
す
る
。

２



■
授
業
計
画
例

●
準
備
す
る
も
の

本
教
材
を
使
用
し
て
学
習
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、

以
下
の
も
の
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
６
面
体
サ
イ
コ
ロ
：
お
道
具
箱
の
算
数
セ
ッ
ト
に 

 
 

 

あ
る
１
～
６
の
出
目
が
出
る 

 
 

  

サ
イ
コ
ロ
。
ひ
と
り
一
個
。

・
筆
記
用
具
：鉛
筆
と
消
し
ゴ
ム
。 

●
配
布
物

（Ａ
４
）

《子
ど
も
人
数
枚
必
要
な
も
の
》

・
旅
人
シ
ー
ト
：旅
人
の
設
定
が
書
か
れ
た
用
紙
。

・
物
語
シ
ー
ト
：展
開
が
書
か
れ
た
用
紙
。

・
登
場
人
物
シ
ー
ト
：物
語
の
登
場
物
の
用
紙
。

・
登
場
人
物
作
成
表

（両
面
）
：登
場
人
物
を
つ
く
る
表
。

・
舞
台
作
成
表

（両
面
）
：物
語
や
舞
台
を
つ
く
る
表
。

・
付
録
：名
前
や
地
名
、
物
語
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
表
。

  　
　

  　

必
要
に
応
じ
て
子
ど
も
に
配
る
。

・
説
明
漫
画
：
子
ど
も
が
内
容
を
簡
単
に
理
解
す
る　

　
　
　
　
　
　
　
　

た
め
の
漫
画
形
式
の
ル
ー
ル
用
紙
。

・
説
明
書

（両
面
）
：講
師
用
の
ル
ー
ル
用
紙
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

 　

必
要
に
応
じ
て
子
ど
も
に
配
る
。

《
子
ど
も
人
数
×
２
枚
必
要
な
も
の
》

・
地
図
シ
ー
ト
：舞
台
の
位
置
関
係
を
示
し
た
地
図
。

・
振
り
返
り
シ
ー
ト
：物
語
の
感
想
を
書
く
用
紙
。

《各
班
に
１
種
類
ず
つ
必
要
な
も
の
》

・
物
語
シ
ー
ト

（記
入
済
み
）
：物
語
シ
ー
ト
の
モ
デ
ル 

 
 

　
　
　
　
　

 

ケ
ー
ス
。

・
登
場
人
物
シ
ー
ト

（記
入
済
み
）
：登
場
人
物
シ
ー
ト 

 
 

 

　

 　

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
。

　

班
員
分
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
が
必
要
。
こ
の
冊
子
に
は
掲
載

し
て
い
な
い
た
め
、
遊
学
芸
Ｈ
Ｐ(

奥
付
参
照
）
に
て	

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、教
師
自
身
で
作
成
す
る
こ
と
。

■
第
一
時
　
～
登
場
人
物
を
つ
く
る
～

時
間

内
容

詳
細

所
要

時
間

0

開
始

「
説
明
漫
画
」
「
登
場
人
物
作
成
表
」

「旅
人
シ
ー
ト
」
を
配
る
。

2

2

概
要

説
明

「
説
明
漫
画
」
を
黙
読
し
て
も
ら
い
、

サ
イ
コ
ロ
を
準
備
す
る
。
サ
イ
コ
ロ

の
振
り
方
は
一
度
全
員
で
振
っ
て 

覚
え
る
。

3

5

旅
人

作
成

「
登
場
人
物
作
成
表
」
を
使
っ
て
、 

「旅
人
シ
ー
ト
」
を
穴
埋
め
す
る
。

名
付
け
で
き
な
い
子
ど
も
が
い
る 

よ
う
な
ら
、
「付
録
」
を
配
る
。

時
間
が
余
っ
た
な
ら
、
旅
人
シ
ー
ト

を
隣
同
士
で
見
せ
合
う
。

5

10

物
語

を遊
ぶ

先
生
が

［
語
り
手
役
］、
子
ど
も
達

が

［
旅
人
役
］
と
な
り
、
黒
板
に

大
き
な
地
図
を
広
げ
物
語
を
遊
ぶ
。

10

20

振
り

返
り

ど
ん
な
ゲ
ー
ム
か
子
ど
も
に
尋
ね
る
。

次
は
自
分
た
ち
が

［
語
り
手
役
］
に

挑
戦
す
る
こ
と
を
伝
え
る
。

5

25

班活
動

机
を
班
の
形
に
す
る
。

「
物
語
シ
ー
ト

（
記
入
済
み
）」 

「
登
場
人
物
シ
ー
ト

（
記
入
済
み
）」 

「
地
図
シ
ー
ト
」
を
配
り
、
班
内
で 

同
じ
物
語
を
配
ら
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
る
。

10

30

地
図

作
成

そ
の
物
語
シ
ー
ト
を
基
に
地
図
を 

作
成
す
る
。

15

「旅
人
シ
ー
ト
（
5
頁
）」
「地
図
シ
ー
ト
（
6
頁
）」「
説

明
漫
画
（
14
頁
）」「
登
場
人
物
作
成
表
（
17
～
18
頁
）」

子
ど
も
人
数
枚
。
「物
語
シ
ー
ト

（作
成
済
み
）」
「登

場
人
物
シ
ー
ト

（作
成
済
み
）」
班
に
1
種
類
ず
つ
。

■
第
二
時
　
～
自
分
た
ち
だ
け
で
物
語
を
遊
ぶ
～

時
間

内
容

詳
細

所
要

時
間

0

開
始

机
を
班
の
形
に
し
て
、
プ
リ
ン
ト
一

式
を
机
の
上
に
出
す
。

「振
り
返
り
シ
ー
ト
」
を
渡
す
。

3

2

振
り

返
り

「
説
明
漫
画
」
を
黙
読
し
て
も
ら
い
、

前
回
の
振
り
返
り
を
す
る
。
遊
び
方

の
コ
ツ
と
し
て
以
下
の
3
つ
を
書
く

・
語
り
手
と
旅
人
が
一
緒
に
楽
し
も
う
。

・
制
限
時
間
内
に
人
助
け
し
よ
う
。

・
物
語
を
つ
く
る
の
は
自
分
た
ち
だ
。

2

5

旅
人

紹
介

他
の
人
の
旅
人
が
ど
ん
な
人
物
か 

各
班
内
で
共
有
す
る
。

5

10

物
語

を遊
ぶ

子
ど
も
ひ
と
り
が

［
語
り
手
役
］、 

残
り
の
班
員
が
［旅
人
役
］
と
な
り
、

机
上
に
地
図
シ
ー
ト
を
広
げ
て
遊
ぶ
。 

班
の
人
数
で
、
1
回
あ
た
り
の
制
限

時
間
を
決
め
る
。

4
人:6

分
、
5
人:5

分

30

40

振
り

返
り

「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
に
遊
ん
だ
物

語
の
感
想
を
書
い
て
も
ら
う
。

ひ
と
つ
の
物
語
に
絞
っ
て
各
班
で
は

ど
ん
な
展
開
だ
っ
た
か
尋
ね
る
。

同
じ
物
語
な
の
に
途
中
の
展
開
、 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
変
わ
っ
た
こ
と
を

子
ど
も
が
理
解
で
き
る
と
よ
い
。

次
は
物
語
を
1
か
ら
つ
く
っ
て
み
よ
う 

と
伝

え
、
「
舞

台

作

成

表

」

と 

「物
語
シ
ー
ト
」
「登
場
人
物
シ
ー
ト
」

「地
図
シ
ー
ト
」
を
配
る
。

5

「舞
台
作
成
表

（19
～
20
頁
）」
「物
語
シ
ー
ト

（7
頁
）」 

「登
場
人
物
シ
ー
ト
（
8
頁
）」
「地
図
シ
ー
ト
（
6
頁
）」

「振
り
返
り
シ
ー
ト

（9
頁
）
」
子
ど
も
人
数
枚

■
第
三
時
　
～
登
場
人
物
同
士
の
関
係
性
を
考
え
る
～

時
間

内
容

詳
細

所
要

時
間

0

開
始

机
を
班
の
形
に
し
て
、
プ
リ
ン
ト
一

式
を
机
の
上
に
出
す
。

3

2

振
り

返
り

「
説
明
漫
画
」
を
黙
読
し
て
も
ら
い
、

前
回
の
振
り
返
り
を
す
る
。

2

5

舞
台

作
成

「舞
台
作
成
表
」を
参
考
に
し
な
が
ら
、

サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て

「
物
語
シ
ー
ト
」

に
あ
る
舞
台
を
穴
埋
め
す
る
。

5

10

登
場

人
物

作
成

「
登
場
人
物
作
成
表
」
を
参
考
に 

し
な
が
ら
、
「
登
場
人
物
シ
ー
ト
」

に
舞
台
に
い
そ
う
な
登
場
人
物
を 

作
成
す
る
。
最
大
で
も
3
人
ま
で
。

10

20

物
語

の展
開

を考
え

る

登
場
人
物
が
ど
ん
な
困
り
ご
と
を

抱
え
て
い
て
、
ど
う
す
れ
ば
解
決 

す
る
の
か
を
決
め
る
。

思
い
つ
か
な
い
子
ど
も
に
は
、
大
切

な
も
の
を
落
と
し
て
そ
れ
を
旅
人
が

拾
っ
て
届
け
る
展
開
を
勧
め
る
。

15

40

地
図

作
成

「地
図
シ
ー
ト
」
に
地
図
を
作
成
す
る
。

次
の
時
間
、
誰
か
ら
順
番
に

［
語
り

手
役
］
を
す
る
の
か
決
め
て
お
く
。

10

■
第
四
時
　
～
物
語
を
遊
び
、
ふ
り
か
え
る
～

時
間

内
容

詳
細

所
要

時
間

0

開
始

机
を
班
の
形
に
し
て
、
［
語
り
手
役
］

は
前
回
作
成
し
た

「
物
語
シ
ー
ト
」

「登
場
人
物
シ
ー
ト
」
「地
図
シ
ー
ト
」

を
取
り
出
す
。

［
旅
人
役
］
は

「
旅
人
シ
ー
ト
」
を

準
備
す
る
。

「振
り
返
り
シ
ー
ト
」
を
渡
す
。

3

2

振
り

返
り

「
説
明
漫
画
」
を
黙
読
し
て
も
ら
い
、

前
回
の
振
り
返
り
を
す
る
。

遊
び
方
の
コ
ツ
と
し
て
以
下
の
3
つ

を
書
く
。

・
語
り
手
と
旅
人
が
一
緒
に
楽
し
も
う
。

・
制
限
時
間
内
に
人
助
け
し
よ
う
。

・
物
語
を
つ
く
る
の
は
自
分
た
ち
だ
。

2

5

旅
人

紹
介

他
の
人
の
旅
人
が
ど
ん
な
人
物
か 

各
班
内
で
共
有
す
る
。

5

10

物
語

を遊
ぶ

子
ど
も
ひ
と
り
が

［
語
り
手
役
］、 

残
り
の
班
員
が
［旅
人
役
］
と
な
り
、 

机
上
に
地
図
シ
ー
ト
を
広
げ
て
遊
ぶ
。

班
の
人
数
で
、
1
回
あ
た
り
の
制
限

時
間
を
決
め
る
。

4
人:6

分
、
5
人:5

分

30

40

振
り

返
り

「振
り
返
り
シ
ー
ト
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
物
語
の
感
想
を
書
い
て
も
ら
う
。

時
間
が
余
れ
ば
、
今
回
遊
ん
で 

面
白
か
っ
た
物
語
を
子
ど
も
に
紹
介 

し
て
も
ら
う
。

5

「振
り
返
り
シ
ー
ト

（９
頁
）」
子
ど
も
人
数
枚

３



ワ
ー
ク
シ
ー
ト

４

旅
人
シ
ー
ト 

 
 

　

5

地
図
シ
ー
ト 

 
 

　

6

物
語
シ
ー
ト 

 
 

　

7

登
場
人
物
シ
ー
ト 

 
 

　

8

振
り
返
り
シ
ー
ト 

 
 

　

9

モ
デ
ル
シ
ナ
リ
オ 
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性別

特徴

性格Ａ

性格Ｂ

経験

名前

メモ・イラスト

年　　組　　番　氏名

旅の記録

職業

年齢
せいべつ

とくちょう

せいかく

せいかく

けいけん

 なまえ

しょくぎょう

ねんれい

たび　　  きろく

性別

特徴

性格Ａ

性格Ｂ

経験

名前

メモ・イラスト

年　　組　　番　氏名

旅の記録

職業

年齢
せいべつ

とくちょう

せいかく

せいかく

けいけん

 なまえ

しょくぎょう

ねんれい

たび　　  きろく

旅人シート

旅人シート

地名 の地図 年　　組　　番　氏名



地名 の地図 年　　組　　番　氏名



性別

職業

特徴

性格Ａ

性格Ｂ

経験

名前

メモ・イラスト セリフ集

設定

登場人物シート

出会う場所

年齢
せいべつ

しょくぎょう

とくちょう

せいかく

えいかく

けいけん

 なまえねんれい

性別

職業

特徴

性格Ａ

性格Ｂ

経験

名前

メモ・イラスト セリフ集

設定

登場人物シート

出会う場所

年齢
せいべつ

しょくぎょう

とくちょう

せいかく

えいかく

けいけん

 なまえねんれい

性別

職業

特徴

性格Ａ

性格Ｂ

経験

名前

メモ・イラスト セリフ集

設定

登場人物シート

出会う場所

年齢
せいべつ

しょくぎょう

とくちょう

せいかく

えいかく

けいけん

 なまえねんれい

場所

まず、これを読もう

内容

オープニング土地 A 土地Ｂ

タイトル

物語シート
地名

エンディングの条件 A

内容

出会う登場人物

場所

まず、これを読もう

内容

出会う登場人物

場所

まず、これを読もう

内容

出会う登場人物

エンディングの条件 A

内容 内容

エンディングの条件 B

年　　組　　番　氏名

――みんなでどの場所へいく？



性別

職業

特徴

性格Ａ

性格Ｂ

経験

名前

メモ・イラスト セリフ集

設定

登場人物シート

出会う場所

年齢
せいべつ

しょくぎょう

とくちょう

せいかく

えいかく

けいけん

 なまえねんれい

性別

職業

特徴

性格Ａ

性格Ｂ

経験

名前

メモ・イラスト セリフ集

設定

登場人物シート

出会う場所

年齢
せいべつ

しょくぎょう

とくちょう

せいかく

えいかく

けいけん

 なまえねんれい

性別

職業

特徴

性格Ａ

性格Ｂ

経験

名前

メモ・イラスト セリフ集

設定

登場人物シート

出会う場所

年齢
せいべつ

しょくぎょう

とくちょう

せいかく

えいかく

けいけん

 なまえねんれい

場所

まず、これを読もう

内容

オープニング土地 A 土地Ｂ

タイトル

物語シート
地名

エンディングの条件 A

内容

出会う登場人物

場所

まず、これを読もう

内容

出会う登場人物

場所

まず、これを読もう

内容

出会う登場人物

エンディングの条件 A

内容 内容

エンディングの条件 B

年　　組　　番　氏名

――みんなでどの場所へいく？



振り返りシート
振り返りする時のポイント

・楽しかった点。おもしろかった点を書こう。

・その登場人物らしさが表現できたかな？

・君ならその物語をどう変えたい？

・物語の続きはどうなると思う？

・語り手の言い方がよくばりな王様らしかった！

・王様と大臣がパイを投げ合ってもおもしろそう。

・あの後、ぼくらがつれてきた大臣の言葉で優しさを

　思い出した王様はごちそうをふるまったと思う。

語り手役

感想 感想

語り手役

年　　組　　番　名前

語り手役

感想 感想

語り手役

語り手役

感想 感想

語り手役

感想
の例

自分

地名 の地図 年　　組　　番　氏名



振り返りシート
振り返りする時のポイント

・楽しかった点。おもしろかった点を書こう。

・その登場人物らしさが表現できたかな？

・君ならその物語をどう変えたい？

・物語の続きはどうなると思う？

・語り手の言い方がよくばりな王様らしかった！

・王様と大臣がパイを投げ合ってもおもしろそう。

・あの後、ぼくらがつれてきた大臣の言葉で優しさを

　思い出した王様はごちそうをふるまったと思う。

語り手役

感想 感想

語り手役

年　　組　　番　名前

語り手役

感想 感想

語り手役

語り手役

感想 感想

語り手役

感想
の例

自分

地名 の地図 年　　組　　番　氏名
トトリア

地図シート （教師用モデル）



性別

職業

特徴

性格Ａ

性格Ｂ

経験

名前

メモ・イラスト セリフ集

設定

登場人物シート

出会う場所

年齢
せいべつ

しょくぎょう

とくちょう

せいかく

えいかく

けいけん

 なまえねんれい

性別

職業

特徴

性格Ａ

性格Ｂ

経験

名前

メモ・イラスト セリフ集

設定

登場人物シート

出会う場所

年齢
せいべつ

しょくぎょう

とくちょう

せいかく

えいかく

けいけん

 なまえねんれい

性別

職業

特徴

性格Ａ

性格Ｂ

経験

名前

メモ・イラスト セリフ集

設定

登場人物シート

出会う場所

年齢
せいべつ

しょくぎょう

とくちょう

せいかく

えいかく

けいけん

 なまえねんれい

場所

まず、これを読もう

内容

オープニング土地 A 土地Ｂ

タイトル

物語シート
地名

エンディングの条件 A

内容

出会う登場人物

場所

まず、これを読もう

内容

出会う登場人物

場所

まず、これを読もう

内容

出会う登場人物

エンディングの条件 A

内容 内容

エンディングの条件 B

年　　組　　番　氏名

――みんなでどの場所へいく？

トトリア

仕事のできない木こり

森 村

旅人たちがやってきたトトリアは、森の国だ。

森の中には、小屋と泉と畑がある。

小屋の煙
えんとつ

突からけむりが出ているようだ。

小屋

木こりのボウロ

　森にある小屋には斧
おの

を持たな

い木こりの男が立っていた。

男は旅人を見ると、声をかけて

きた。

　「やあ、旅人さん。オレの名

はボウロ。ちょいと相談なんだ

が、泉に行って斧
おの

をひろっちゃ

くれねえか。仕事ができなきゃ

オレのツレに薬すら買ってやれ

ない。」と困った顔して言う。

自分で拾わないのか聞くと、

「昔、色々あってオレはひろい

に行けないんだよ。」と言う。

小屋の中に妻マレデナがいる。

泉

泉の女神

　何か特別な感じがする泉だ。

（木こりのボウロから斧の話を

聞いているなら、泉の底に斧が

落ちていることも伝えよう。）

　斧をひろおうとすると、泉の

女神が出てきてこう話す。

「昔、斧を泉になげたウソツキ

がいたので私はその者の斧と、

その才能を取り上げました。

なぜそれをひろうのですか？」

　『ボウロは反省している』や、

『妻（マレデナ）が病気の木こり 

がいる』などと言うと、小言を

言いながら斧を渡してくれる。

畑

　昔、誰かが育てていたのだろ

うか。今は雑草だらけの畑には

何か植物が生えているようだ。

　旅人が畑を調べようとしない

限り、特になにも起きない。

　畑に何が埋まっているか調べ

てみると、実は薬草が植えられ

ていて、薬草だと気付ける。　

　ボウロの妻（マレデナ）が 

病気という話を聞いていれば、

旅人が薬草を抜いて持っていく

こともあるだろう。

ボウロに斧を渡す

　ボウロは旅人に「斧だ！これでオレのツレに薬を

買うための仕事ができるよ。」

「恥ずかしいことを言うと、オレはあの泉で昔、金

と銀の斧を手に入れようとしたんだ。」

「でも、女神にウソを見抜かれちまって、痛い思い

をしたんだ。その時、助けてくれたのがオレのツレ

さ。」と思い出を語ってくれる。

小屋からマレデナがお礼を言って、物語が終わる。

ボウロに薬草を渡す

　ボウロは旅人に「おお、ありがとう！さっそくツ

レに薬をあげてみるよ。」と感謝した。

　ボウロが妻のマレデナに薬を飲ませると、マレデナ

の体調がよくなっていく。

「困った時は誰かに相談してみるもんだなぁ。」

ボウロはマレデナの病気が治ったことで、斧のこと

なんてすっかり忘
わす

れたみたいだった。

それでいいのだろうか。物語が終わる。

物語シート （教師用モデル）



性別

職業

特徴

性格Ａ

性格Ｂ

経験

名前

メモ・イラスト セリフ集

設定

登場人物シート

出会う場所

年齢
せいべつ

しょくぎょう

とくちょう

せいかく

えいかく

けいけん

 なまえねんれい

性別

職業

特徴

性格Ａ

性格Ｂ

経験

名前

メモ・イラスト セリフ集

設定

登場人物シート

出会う場所

年齢
せいべつ

しょくぎょう

とくちょう

せいかく

えいかく

けいけん

 なまえねんれい

性別

職業

特徴

性格Ａ

性格Ｂ

経験

名前

メモ・イラスト セリフ集

設定

登場人物シート

出会う場所

年齢
せいべつ

しょくぎょう

とくちょう

せいかく

えいかく

けいけん

 なまえねんれい

男性 ２９ ボウロ

木こり

赤毛

仲間思い

臆
おくびょう

病

ウソをついた

昔、泉にただの斧を落として現れた泉の女神

に落としたのは金の斧とウソを言った。その

せいで斧と木こりの才能を失った。

マレデナになぐさめられて、結婚した時に、

心を入れ替えた。 小屋

　「他の仕事をしないのかって？他の仕事もしたけ

ど、オレは木こりが一番上手くできるんだ。」

「オレのツレは優しいのに、体が弱いんだ。」

「昔はウソツキだったが、反
はんせい

省して今は違う。」

「泉の女神に会いたいかだって？冗
じょうだん

談きついぜ。」

女性 不明 泉の女神

女神

美しい

細かい

口うるさい

罰
ばつ

を下
くだ

した

泉に斧を落とした正直者に金と銀の斧を渡し

たが、それを聞いてやってきた若きボウロに

ウソをつかれて、怒って斧と木こりの才能を

取り上げた。斧を返すことで、ボウロの才能

も戻ってくる。

　「私は泉の女神。あなたが落としたのはこの金の

斧ですか？それとも銀の斧ですか？…え、何も落と

されていない？それは失礼しました。」

「ウソツキの名ですが？…さあ、私は知りません。」

「その者に伝えなさい。ウソはその身をほろぼすと。」

泉

女性 ３０ マレデナ

主婦

青毛

優しい

お節
せっかい

介

恋
れんあい

愛した

ボウロの妻。

ボウロのみごとな赤毛に一目ぼれした。

体の体調が悪
わる

く、小屋の奥で休んでいる。

小屋の中

　「旅人さん、こんにちは。」

「ボウロは昔、ウソばかり言っていたんです。」

「泉の女神様を怒
おこ

らせたばっかりに、村一番の斧の

使い手だったボウロは薪
まき

割
わ

りもへたっぴなのよ。」

「ボウロには、昔のように自信をもってほしいわ。」

場所

まず、これを読もう

内容

オープニング土地 A 土地Ｂ

タイトル

物語シート
地名

エンディングの条件 A

内容

出会う登場人物

場所

まず、これを読もう

内容

出会う登場人物

場所

まず、これを読もう

内容

出会う登場人物

エンディングの条件 A

内容 内容

エンディングの条件 B

年　　組　　番　氏名

――みんなでどの場所へいく？
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作：保田 琳

●全体の流れ

①旅人をつくろう

　「登場人物作成表」を全員に配り、

それを使って旅人シートに書き込み

ます。

②旅人となって物語を遊ぼう

　生徒全員に旅人の主人公となっ

てもらい、先生が物語の語り手と

なって皆で物語を遊びます。

③物語のための地図をつくろう

　班分けし、サンプルとして物語

シートをひとり１枚(班内で内容が

重ならないように)渡します。

　白紙の地図シートを配り、物語

シートに書かれた場所を地図シート

へ書き込み、地名を決めます。

④物語の語り手として遊ぼう

　班ごとに、順番で語り手を変えな

がら遊びます。

　語り手をしない生徒は主人公であ

る旅人となって物語に参加します。

　物語は、ひとりにつき５分です。

⑤振り返ってみよう

　自分や他の人が遊んだ物語につい

ての「振り返りシート」に感想を書

きます。

⑥自分で物語をつくろう

　一度語り手を体験したら、今度は

物語シートを１からつくります。

　「舞台作成表」を全員に配り、

白紙の物語シート、人物シート、

地図シートを各１枚ずつ配ります。

　
⑦物語の舞台をつくろう

　物語の舞台となる場所づくりから

始めます。

　「舞台作成表」で土地ＡとＢ、

物語で訪れる場所を３つ決めます。

⑧物語の登場人物をつくろう

　「登場人物作成表」を参考にしな

がら物語で訪れる場所に登場する人

物をつくります。最大３人です。

⑨物語の展開をつくろう

　物語の展開を考えてみます。

　何も思いつかない場合は登場人物

のひとりの大事な物がなくなって、

それを旅人が見つけて渡すように

します。

⑩エンディングをつくろう

　エンディングになる条件を２つ用

意します。

　たとえば、大事な物を渡した時と、

なんでもない物を渡した時で２つの

条件と内容を用意します。

⑪タイトルとオープニングを決めよう

　話の展開とエンディングから、

タイトルとオープニングを書いて

物語シートを完成させます。

　　
⑫物語のための地図をつくろう。

　地名を決めて、地図を描いて地図

シートは完成です。

⑬物語の語り手として遊ぼう

　今度は自分がつくった物語の語り

手となって遊びます。

⑭振り返ってみよう

　自分や他の人が遊んだ物語につい

ての「振り返りシート」に感想を書

きます。

①旅人をつくろう

②旅人となって物語を遊ぼう

③物語のための地図をつくろう

⑥自分で物語をつくろう

⑭振り返ってみよう

⑬物語の語り手として遊ぼう

⑧物語の登場人物をつくろう

⑦物語の舞台をつくろう

⑨物語の展開をつくろう

⑤振り返ってみよう

④物語の語り手として遊ぼう

⑪タイトルとオープニングを決めよう

⑩エンディングをつくろう

⑫物語のための地図をつくろう

CC-BY Yasuda Lin



作：保田 琳

●物語を遊ぶ

■３つのルールを確認する

　物語を遊ぶ前に、３つのルールを

確認します。

・語り手と旅人が一緒に楽しもう。

・旅人は５分内に人助けしよう。

・物語をつくるのは自分たちだ。

■タイトルとオープニング

　語り手役は物語シートに書かれた

タイトルを言って、オープニングの

文章を読みます。

■物語の本編

　物語は語り手役と旅人役が相互に

話し合って進めて遊びます。

①旅人の行き先を決める

　旅人役は、地図上にある場所のど

こへ行きたいか決めます。

　旅人同士は一緒に行動します。

②語り手が出来事を話す

　語り手役は、その場所がどんな

ところで、何が起きるのか話します。

　登場人物がいるなら、旅人と会話

もできます。

　最後に「旅人はどうしますか？」

と質問して終わるとよいでしょう。

③旅人は何をするか言う

　旅人役は、語り手の話を聞いて

旅人に何を言わせるか、何をさせる

か言います。

④語り手が反応を返す

　語り手役は、旅人の言動に対して

どんなことが起きるか話します。

　
※終了条件を満たした

　物語の終了条件を満たしたら、

エンディングへ移ります。

　それ以外は、また①へ戻って次に

行く場所を決めましょう。

■エンディング

　終了条件を満たしたエンディング

の文章を読みます。

　旅人の行動によって、おかしな文

章になることがあります。

そんな時は、旅人の取った行動に合

わせて文章を変えて読みます。

　

物語の本編

①旅人の行き先を決める

③旅人は何をするか言う

エンディング

④語り手が反応を返す

※終了条件を満たした

タイトルとオープニング
YES

NO

②語り手が出来事を話す

３つのルールを確認する

■話の展開は自由に変えよう

　語り手役が思いつくなら旅人

の行動でどんなことが起きるか

話しましょう。それによって、

お話の展開やエンディングを

どんどん変えましょう。　

　旅人の言動が反応に困る時、

「それでどうなるの？」と聞き

返します。物語が続かなくなり

そうなら、「残念だけど、今回

はできません。」と伝えます。

　自由に変えるのは、あくまで

語り手ができると思った範囲の

中でよいのです。

CC-BY Yasuda Lin



出目職
しょくぎょう
業説明

旅人世界を旅する人。

釣
つ

り人魚釣
つ

りをする人。

占
うらな

い師
し

人の人生を占
うらな

う人。

芸人手
てじな

品や芸をする人。

踊
おど

り子踊りをする人。

歌手歌をうたう人。

農民田
たはた

畑を耕
たがや

す人。

船乗り船を動かす人。

木こり木を切る人。

羊飼
か

い羊を率
ひき

いる人。

鉱
こうふ
夫鉱

こうざん
山で働く人。

狩
かりうど

人動物を狩
か

るハンター。

下働き洗
せんたく

濯や力仕事する人。

花売り花を売る人。

マッチ売りマッチを売る人。

仕
したてや

立屋衣服をつくる人。

石
いしく

工石を加工する人。

大
だいく

工木を加工する人。

床
とこや

屋髪
かみ

を切って整
ととの

える人。

鍛
かじや

冶屋金属を加工する人。

パン屋パンや菓
かし
子をつくる人。

職
しょくにん
人加工品をつくる人。

料理人料理をつくる人。

画家絵を描
か

くアーティスト。

商人商売をする人。

教
きょうし
師物

ものごと
事を教える人。

薬屋薬
くすり

を取り扱
あつか

う人。

医者医
いりょうこうい

療行為をする人。

学者学問を研
けんきゅう

究する人。

魔
まほう
法使い魔

まほう
法が使える人。

使用人執
しつじ

事やメイドさん。

役人国の管
かんり

理をする人。

騎
きし
士鎧

よろい
を着て国を守る人。

神官神
しんでん

殿や祠
ほこら

で働
はたら

く人。

王
おうじ
子・姫
ひめ

国王の子
こども

供や親
しんるい

類。

国王国民の指
しどうしゃ

導者。

職業

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

登場人物

出目特
とくちょう
徴説明

金
きんぱつ

髪金色の髪
かみ

の毛。

銀
ぎんぱつ

髪銀色の髪
かみ

の毛。

赤
あかげ

毛体毛が赤い。

青
あおげ
毛体毛が青い。

黒
くろかみ
髪黒色の髪

かみ

の毛。

茶
ちゃぱつ

髪茶色の髪
かみ

の毛。

マッチョたくましい筋
きんにく

肉を持つ。

スマートスラっとしている。

恰
かっこう

好良
よ

いきりっとした外見。

かわいい愛
あい

らしい外見。

怖
こわ

そう怖
こわ

そうな外見。

美しい外見が美しい。

中
ちゅうせいてき

性的男女両方に見える。

傷
きずあと
跡怪

けが
我が残った跡
あと

。

アルビノ体
たいもう

毛が白く瞳
ひとみ

が赤い。

美声美しい声。

カリスマ人をひきつける力。

カツラ頭
とうはつ

髪を模
も

した被
かぶ

り物。

仮
かめん

面顔をかくすもの。

包帯怪
けが
我した時に巻
ま

く布。

帽
ぼうし

子暑さを防ぐ被
かぶ

り物。

ゴーグルゴミから目を守る道具。

眼
がんたい
帯片目を覆

おお

う布。

メガネ目を良くする道具。

不
ふろうふし

老不死歳
とし

を取らず、死
し

なない。

鬼
おに

角が生えている。

牙もち牙が生えている。

三つ目額
ひたい
にも目がある。

動物の耳動物の耳をもつ。

長い耳耳が長く尖
とが

っている。

動物の頭動物の頭をしている。

竜
りゅう
の頭竜

りゅう
の頭をしている。

妖
ようせい
精人の形をした精

せいれい
霊。

小
こびと
人背が小さい人。

人形の体身体が人形である。

ブリキの体ブリキでできた体。

特徴

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

登場人物

出目性別

1あなたと同じ

2

女性

3
4

男性

5
6その他の性

性別
登場人物

出目年齢

1

子ども

2
3

青年

4
5

大人

6
年齢

登場人物
登場人物作成表

●サイコロで登場人物をつくろう

　この表を使って、物語に出てくる

登場人物をつくれます。

　サイコロを振って登場人物シート

の空欄を埋めてみましょう！

　「出目」欄
らん

にあるサイコロの数で

振る回数が変わります。

・ひとつ…１回振る

・ふたつ…上下の順に２回振る

(「職業」で１回目に1、２回目に

2と出たら、職業に「釣
つ

り人」と

書きます)

【性別について】

※「あなたと同じ」は、あなたが

思う自分の性別を書きます。

※「その他の性」は、両性や無性。

性別を偽
いつわ

る。身体と心が違
ちが

う。

など男女どちらともいえない

性別の人を表します。

①性別・年齢を決める

②職業・特徴を決める

③性格ＡＢ・経験を決める

④名前をつけて完成

CC-BY Yasuda Lin



出目性
せいかく

格説明

正
しょうじき

直ごまかそうとしない。

熱血熱く勢
いきお

いがある

明るい晴れ晴れしている。

上品気
きひん
品がある。

気さく親しみやすい。

仲間思い仲間を大事にする。

素
すなお

直人の言うことを聞く。

責
せきにん
任感行動に責

せきにん
任をもつ。

ブレない信
しんねん
念がある。

気が利
き

く気
きくば
配りができる。

細かい細かいことに気付く。

ロマンチスト理想を追い求める。

大
だいたん

胆思い切りがいい。

一
いちず
途ひとつにひたむき。

クール冷
れいせい

静に判
はんだん

断できる。

世話好き人のお世話をする。

純
じゅんしん
真清

きよ

らかな心をもつ。

真面目何
なにごと
事にも本気である。

豪
ごうかい
快力強く器

うつわ
が大きい。

粋
いき

美的で人
にんじょう

情がある。

ひょうきん気
きがる

軽でおどけている。

個
こせい
性的独

どくとく
特な感じ方をする。

柔
じゅうなん

軟物
ものごし
腰が柔
やわ

らかい。

おおらか慌
あわ

てず包
ほうようりょく

容力がある。

活発行動力がある。

几
きちょうめん

帳面きちんとしている。

慎
しんちょう
重注意深く行動する。

親切他人に寄
よ

り添
そ

える。

自信満
まんまん
々自信をもっている。

賢
かしこ
い頭がよく、お利口。

誇
ほこ

り高い誇
ほこ

りを持っている。

奥
おく

ゆかしい控
ひか

えめで慎
つつし
み深
ぶか

い。

優
やさ

しい好意を振
ふ

りまく。

倹
けんやくか

約家無
むだ
駄遣
づか

いしない。

計算高い予
よそく

測しながら動く。

ストイック自分に厳
きび

しい。

性格Ａ表

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

登場人物

1
2

3
4

5
6

出目性
せいかく

格説明

無
むしんけい

神経気づかいできない。

大
おお

げさ大きな反
はんのう

応をする。

能
のうてんき

天気お気
きらく
楽そう。

高
たかびしゃ

飛車高
こうあつてき

圧的な態
たいど
度をとる。

寂
さび

しがり屋ひとりが苦手。

裏
うらおもて

表がある人によって態
たいど

度が違
ちが

う。

優
ゆうじゅうふだん

柔不断決
けつだん

断力がない。

苦労人厄
やっかいごと

介事を背
せお
負う。

わがまま自
じこちゅうしん

己中心的である。

自
じこぎせい

己犠牲他人を優
ゆうせん
先する。

口うるさいよく小言を言う。

夢
ゆめみ

見がち叶
かな

わない夢を見る。

大
おおざっぱ

雑把細かく考えられない。

執
しゅうちゃく
着ひとつにとらわれる。

冷たい思いやりがない。

お節
せっかい

介余
よけい

計な世
せわ

話をする。

世
せけん
間知らず世

せけん
間をよく知らない。

頑
がんこ

固頭が固い。

やんちゃ暴
あば

れる子どもみたい。

見
みえ

栄っ張
ぱ

り他人に良く思われたい。

いたずら者ちょっかいをかける。

変な人普
ふつう

通の考えをしない。

弱
よわごし

腰弱気な態
たいど
度をとる。

なまけ者のんびりとしている。

せっかち落
お

ち着
つ

きがない。

神
しんけいしつ

経質細かいことが気になる。

臆
おくびょう
病すぐに怖

こわ

がる。

強
ごういん
引強

つよき
気に無
むり

理を通す。

生
なまいき

意気偉
えら

そうにする。

皮
ひにくや

肉屋意
いじわる

地悪な言い方をする。

ごうまん人を侮
あなど

って見下す。

内
うちき
気はきはきしない。

自信がない気が弱く消
しょうきょくてき

極的。

ケチ金を出し渋
しぶ

る。

腹
はらぐろ

黒い何か企
たくら

んでいる。

暗いどんよりしている。

性
せいかく
格Ｂ表

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

登場人物

出目経
けいけん

験説明

平凡な人生特に何もなく生活した。

引
ひ

っ越
こ

した別の国に引
ひ

っ越
こ

した。

命
いのち

拾
びろ

いした命の危
きき
機から救われた。

師
ししょう
匠がいた師

ししょう
匠と生活した。

修
しゅぎょう
行した何度も練

れんしゅう
習した。

すごかったすごいことをした。

伝説を残
のこ

す伝説を打ち立てた。

頼
たよ

られた人に頼
たよ

りにされた。

冒
ぼうけん
険した危

きけん
険な場所へ行った。

記
きおく
憶がない記

きおくそうしつ

憶喪失で知らない。

家出した実家から逃
に

げた。

感
かんどう

動した心を強く刺
しげき
激された。

命じられた上司に命令された。

ライバルがいた競
きそ
い合う好
こうてきしゅ

敵手がいた。

恋
れんあい
愛した恋

こいびと
人がいた。

親友がいた親友と一
いっしょ

緒だった。

商売した何かを売買した。

自分さがし自分が何者か調べた。

ファン生活誰
だれ

かのファンだった。

有名人けっこう有名だった。

街
まち

のアイドル街の皆に愛された。

ひとり立ちひとりだけの生活。

風
ふうらいぼう

来坊定住せず生活した。

親がいない実の親がいない。

騙
だま

された詐
さぎ

欺に遭
あ

った。

絶
ぜっこう
交した大切な人と別れた。

悪
わる

目立ち悪
わる

い意味で目立った。

追放された国に居られなくなった。

投
とうごく
獄牢

ろうや
屋で生活した。

荒
あら

稼
かせ

ぎ金を強引に稼いだ。

優
ゆうしょう
勝大会で優

ゆうしょう
勝した。

兵
へいたい
隊軍

ぐんたい
隊の兵士だった。

大
だいかぞく

家族兄
きょうだいしまい

弟姉妹が多かった。

サーカス団
だん

サーカスの一
いちざ
座にいた。

病
びょういん

院病
びょういん

院で生活した。

亡
ぼうこく
国自国が滅

ほろ

んだ。

経験表

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

登場人物

登場人物作成表

CC-BY Yasuda Lin



土地Ａ表
舞台

出目土地出目場所説明

1

草
原

1草原草が茂
しげ

っている地形。

2花畑一面が草
くさばな

花で覆
おお

われた野原。

3丘
おか

周りよりも小高い山。

4牧場羊
ひつじ
や牛を放
はな

し飼
が

いする場所。

5泉湧
わ

き水の出る場所。

6ゲル組み立て式の遊
ゆうぼくみん

牧民が住む家。

2森

1森の中木々で囲まれた地形。

2沼
ぬま

泥
どろ

や水
みずくさ
草で底
そこ

が見にくい池。

3湖くぼ地に水がたまった広い池。

4洞
ほらあな

穴岩石や大木にできた穴。

5大
たいじゅ
樹とても大きな木。

6魔
まじょ
女の家魔女が住んでいる家。

3山

1山の中高く盛り上がった地形。

2谷
たにぞこ

底谷間で一番下にある場所。

3岩山岩や石ばかりの場所。

4川と橋天
てんねん
然水
すいろ
路とその上を渡
わた

る通
つうろ
路。

5滝崖から水が降
ふ

り注
そそ

ぐ場所。

6遺
いせき

跡昔
むかしむかし
々つくられた建
けんちくぶつ

築物。

4

砂
漠

1砂
さばく
漠昼は暑く、夜は寒い砂の地形。

2火山噴火する危険がある山。

3オアシス湧
わ

き水と緑がある場所。

4竜の骨巨大な竜の亡
なきがら

骸。

5サボテンとげのある砂
さばく
漠の植物。

6ピラミッド古代からある三角の墓。

5

雪
原

1雪原雪が降り積もっている地形。

2樹
じゅひょう
氷氷が積

つ

み重ねられた樹
じゅもく

木。

3雪山雪が降り積もった山。

4かまくら雪をくりぬいてつくった家。

5温泉温水が湧
わ

き出す場所。

6氷の城氷でできた幻
げんそうてき

想的なお城。

6海

1海中海の中。

2砂
すなはま
浜海から運ばれた砂

すな

の海
かいがん
岸。

3港船を止める桟橋がある場所。

4船水面に浮かぶ乗物。

5島海で囲まれた小さな陸地。

6洞
どうくつ
窟崖や岩石にできた穴。

土地Ｂ表
舞台

出目土地出目場所説明

1

農
村

1村人が集まって住む場所。

2井
いど
戸地下水を汲

く

みとれるもの。

3畑穀
こくもつ
物や野菜を育てる農地。

4果
かじゅえん

樹園果物が成る木を育てる農地。

5木の家木材でつくられた家。

6村長の家村の責
せきにんしゃ

任者が住む家。

2

城 じ
ょ

う
さ

い

塞
都
市

1城下町城
しろ

の周辺で人々が住む場所。

2広場集会するための平らな場所。

3城
じょうへき

壁外
がいてき
敵から町を守る壁。

4石の家石を積み重ねてできた家。

5神
しんでん
殿神

かみ

に祈
いの

りを捧
ささ

げる建物。

6城王様が暮
く

らしている建物。

3

無
法
地
帯

1スラム街荒
こうはい

廃し危
きけん

険な貧
ひんみん

民街。

2裏
うらろじ

路地道が狭
せま

く入り組んだ路地。

3廃
はいきょ

墟人が住まなくなった家。

4地
ちかろう

下牢地下につくたれた牢
ろうや

屋。

5カジノギャンブルするための建物。

6闇
やみいち

市非合法な取
とりひき

引をする場所。

4

機
械
の
街

1住宅街人の住む家が集まった地区。

2工場機
きかい
械を使い製
せいぞう
造する施
しせつ
設。

3時計台高い所に大時計がある塔。

4公園街の人のための緑地や遊び場。

5下水道街を張り巡らす地下水路。

6商店街様々な店が並んでいる地区。

5

和
風
な
街

1長
ながや
屋平

ひらや
屋が横並びにある集合住宅。

2神社鳥
とりい

居があり、神を祭る建物。

3田んぼ水を引き穀物を育てる農地。

4桜
さくら
の木桜

さくら
の花が咲
さ

く木。

5倉穀
こくもつ

物や服など保存する倉庫。

6屋
やしき
敷格

かくしき
式のある立派な家。

6

魔 ま
ほ

う

法
学
校

1魔
まほう
法学校魔

まほう
法使いのための学校。

2魔
まほう
法寮
りょう

魔
まほう

法使いの学生の寄
きしゅくしゃ

宿舎。

3竜
りゅう
の巣竜

りゅう
が財
ざいほう

宝を貯
た

めこむねぐら。

4迷
めいきゅう
宮迷

めいろ
路になっている建物。

5魔
まほうじん

法陣魔
まほう

法の文字が書かれた円
えんじん

陣。

6天
てんくうじょう
空城空に浮

う

かんでいるお城。

舞台作成表

CC-BY Yasuda Lin

大事な物表

舞台

出目職
しょくぎょう
業大事な物の例説明

旅人古
ふる

びたマント世界を旅する相棒のような外
がいとう
套。

釣
つ

り人釣
つ

り竿
ざお

お目当ての魚を釣
つ

る特
とくべつ

別な竿
さお

。

占
うらな

い師
し

水
すいしょうだま

晶玉透
とうめい

明な水
すいしょう

晶を丸く加工した占
うらな

い道具。

芸人オカリナ辛い時や楽しい時に共にいた笛の楽器。

踊
おど

り子ダンスシューズそれを履
は

けばどんな踊りもできる特
とくべつ
別な靴
くつ

。

歌手舞台衣装人々の前で歌う時に着るきれいな服。

農民牛牛
ぎゅうにゅう

乳搾
しぼ

りや田
たはた

畑を耕
たがや

せる家族のような家
かちく

畜。

船乗り船人生の大半をそこで過ごした海の乗り物。

木こり斧
おの

自分の手になじんでいる使い慣
な

れた斧
おの

。

羊飼
か

い牧
ぼくようけん

羊犬羊の群
む

れを率
ひき

いるのに必要な相
あいぼう
棒の犬。

鉱
こうふ
夫つるはし鉱

こうざん
山にある鉱
こうせき
石を掘
ほ

るのに必要な道具。

狩
かりうど

人弓矢を放
はな

つのに必要な弦
げん

が張
は

ってある弓。

下働きガラクタ価値はないが、その人にとって大事なもの。

花売りきれいな花匂いがよく見た目もきれいな花。

マッチ売りマッチこすると火がつく道具。

針
はり

仕事裁
さいほう

縫道具衣服を縫
ぬ

うのに必要な針
はり

と糸。

石工石工道具石を加工するのに使うノミとハンマー。

大工大工道具木を加工するのに使う彫
ちょうこくとう

刻刀やカンナ。

床
とこや

屋ハサミ髪
かみ

を切るために必要な愛用のハサミ。

鍛
かじや

冶屋金
かなづち
槌金属を加工するのに使う慣

な

れたハンマー。

パン屋小
こむぎこ

麦粉パンや菓
かし
子に必要な上質な材料。

職
しょくにん
人工具箱加工品をつくるのに必要な商売道具。

料理人フライパン料理を美味しくつくるための手持ち鍋
なべ

。

画家絵具セット絵を描
か

くために必要な筆や絵の具。

商人荷車車輪がついた荷物運
はこ

びに便利な道具。

教
きょうし
師教科書生徒に教える内容が書かれた貴

きちょう
重な本。

薬屋薬箱使い方を誤
あやま

れば毒
どく

にもなる薬
くすり

の箱。

医者聴
ちょうしんき

診器心
しんぞう
臓や肺
はい

の音を聞くための道具。

学者辞書学問の言葉の意味や用法が書かれた本。

魔
まほう
法使いほうき空を上手に飛ぶ魔

まほう
法に必要な掃除道具。

使用人仕事着執
しつじ

事服やメイド服といった仕事のための服。

役人筆記用具国の管
かんり

理をする人。

騎
きし
士鎧
よろい

先
せんぞだいだい

祖代々引き継
つ

がれた身を守るための防具。

神官神
しんぞう
像神

しんでん
殿や祠
ほこら

に祭
まつ

られる神様を模
も

した彫
ちょうぞう

像。

王
おうじ
子・姫
ひめ

指輪王位継
けいしょう

承者であることを証明する飾
かざ

り物。

国王王
おうかん
冠国民の指

しどうしゃ

導者であることを示
しめ

す被
かぶ

り物。

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

●サイコロで場所を決めよう

　舞台表を使うと簡単に物語の舞台

がつくれます。

　土地Ａと土地Ｂから、土地をひと

つずつ決めます。

　ふたつの土地を３回ずつサイコロ

を振ってどの場所が出たかメモし、

場所を３つ選び地図に書きます。

●自分で場所を決めよう

　舞台表を使わずに、自分でどんな

場所か決めてもかまいません。

　たとえば、「赤ずきん」を参考に

してみましょう。

　「赤ずきん」の舞台は「森」です。

地名は「狼のいる森」。場所は「森

の中」「おばあちゃん家」「赤ずきん

の家」となるでしょう。

●登場人物の大事なもの

　この表はその職業の登場人物なら

どんなものを大事にしているのかを

例として書いてあります。

　誰かがなくした大事な物を探す

物語をつくるのが一番簡単です。

(例えば、床屋なら、大事にしている

ハサミをどこかに落としてしまい、

旅人がそれを見つけるという物語が

できるでしょう)

●色々な物語に挑戦しよう

　より難しい物語の形に挑
ちょうせん
戦して

みてもよいでしょう。

　自分で考えてみるか、付
ふろく
録にある

「お願い表」を参考にしましょう！

①土地Ａ・土地Ｂを決める

②ＡとＢで場所を３つずつ選ぶ

③６つから３つに場所をしぼる
舞台作成表

CC-BY Yasuda Lin



土地Ａ表
舞台

出目土地出目場所説明

1

草
原

1草原草が茂
しげ

っている地形。

2花畑一面が草
くさばな

花で覆
おお

われた野原。

3丘
おか

周りよりも小高い山。

4牧場羊
ひつじ
や牛を放
はな

し飼
が

いする場所。

5泉湧
わ

き水の出る場所。

6ゲル組み立て式の遊
ゆうぼくみん

牧民が住む家。

2森

1森の中木々で囲まれた地形。

2沼
ぬま

泥
どろ

や水
みずくさ
草で底
そこ

が見にくい池。

3湖くぼ地に水がたまった広い池。

4洞
ほらあな

穴岩石や大木にできた穴。

5大
たいじゅ
樹とても大きな木。

6魔
まじょ
女の家魔女が住んでいる家。

3山

1山の中高く盛り上がった地形。

2谷
たにぞこ

底谷間で一番下にある場所。

3岩山岩や石ばかりの場所。

4川と橋天
てんねん
然水
すいろ
路とその上を渡
わた

る通
つうろ
路。

5滝崖から水が降
ふ

り注
そそ

ぐ場所。

6遺
いせき

跡昔
むかしむかし
々つくられた建
けんちくぶつ

築物。

4

砂
漠

1砂
さばく
漠昼は暑く、夜は寒い砂の地形。

2火山噴火する危険がある山。

3オアシス湧
わ

き水と緑がある場所。

4竜の骨巨大な竜の亡
なきがら

骸。

5サボテンとげのある砂
さばく
漠の植物。

6ピラミッド古代からある三角の墓。

5

雪
原

1雪原雪が降り積もっている地形。

2樹
じゅひょう
氷氷が積

つ

み重ねられた樹
じゅもく

木。

3雪山雪が降り積もった山。

4かまくら雪をくりぬいてつくった家。

5温泉温水が湧
わ

き出す場所。

6氷の城氷でできた幻
げんそうてき

想的なお城。

6海

1海中海の中。

2砂
すなはま
浜海から運ばれた砂

すな

の海
かいがん
岸。

3港船を止める桟橋がある場所。

4船水面に浮かぶ乗物。

5島海で囲まれた小さな陸地。

6洞
どうくつ
窟崖や岩石にできた穴。

土地Ｂ表
舞台

出目土地出目場所説明

1

農
村

1村人が集まって住む場所。

2井
いど
戸地下水を汲

く

みとれるもの。

3畑穀
こくもつ
物や野菜を育てる農地。

4果
かじゅえん

樹園果物が成る木を育てる農地。

5木の家木材でつくられた家。

6村長の家村の責
せきにんしゃ

任者が住む家。

2

城 じ
ょ

う
さ

い

塞
都
市

1城下町城
しろ

の周辺で人々が住む場所。

2広場集会するための平らな場所。

3城
じょうへき

壁外
がいてき
敵から町を守る壁。

4石の家石を積み重ねてできた家。

5神
しんでん
殿神

かみ

に祈
いの

りを捧
ささ

げる建物。

6城王様が暮
く

らしている建物。

3

無
法
地
帯

1スラム街荒
こうはい

廃し危
きけん

険な貧
ひんみん

民街。

2裏
うらろじ

路地道が狭
せま

く入り組んだ路地。

3廃
はいきょ

墟人が住まなくなった家。

4地
ちかろう

下牢地下につくたれた牢
ろうや

屋。

5カジノギャンブルするための建物。

6闇
やみいち

市非合法な取
とりひき

引をする場所。

4

機
械
の
街

1住宅街人の住む家が集まった地区。

2工場機
きかい
械を使い製
せいぞう
造する施
しせつ
設。

3時計台高い所に大時計がある塔。

4公園街の人のための緑地や遊び場。

5下水道街を張り巡らす地下水路。

6商店街様々な店が並んでいる地区。

5

和
風
な
街

1長
ながや
屋平

ひらや
屋が横並びにある集合住宅。

2神社鳥
とりい

居があり、神を祭る建物。

3田んぼ水を引き穀物を育てる農地。

4桜
さくら
の木桜

さくら
の花が咲
さ

く木。

5倉穀
こくもつ

物や服など保存する倉庫。

6屋
やしき
敷格

かくしき
式のある立派な家。

6

魔 ま
ほ

う

法
学
校

1魔
まほう
法学校魔

まほう
法使いのための学校。

2魔
まほう
法寮
りょう

魔
まほう

法使いの学生の寄
きしゅくしゃ

宿舎。

3竜
りゅう
の巣竜

りゅう
が財
ざいほう

宝を貯
た

めこむねぐら。

4迷
めいきゅう
宮迷

めいろ
路になっている建物。

5魔
まほうじん

法陣魔
まほう

法の文字が書かれた円
えんじん

陣。

6天
てんくうじょう
空城空に浮

う

かんでいるお城。

舞台作成表

CC-BY Yasuda Lin



出目女性名男性名その他名

アンジェラヘルマンレオ

ベルデオドアジェシー

エマバーニーケイト

リリアベックアルト

セシリアエリアスルカ

ファリンシンワン

エリーゼヴォルフカイ

イザベルアランセシル

エリービルアシュリー

アリサミハイルロレンス

リンダホセリズ

ホンファチャンホウメイ

カミラベルトセリス

アリスクロードアデル

オリビエチャーリーシェリー

ターシャルドルフノエル

ソニアカルロスシモーネ

リーレイケイ

ヒルデベルクアンドレア

フローラダニエルクリス

クロエサイラスミシェル

エレーナビクトルロビン

アイーダコーンミリアム

ティナファリドアリー

ハンナマックドミニク

レアジョンカミーユ

エミリーエドキャロル

フィーネスレインフラン

バーバラドミニクロッシ

ナディアラシードマリアム

ディアナジェドキャメロン

コレットケビンルイ

リリーグリフジョンドゥ

ターニャセルゲイユーリ

ラウラキーンシャルル

アイシャハッサンナナシ

名前表

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

登場人物

出目地名(前)

ニュー

アル
ミダル

ソー
クバ

ラド
ミミク

サー
チェン

キズ
ナム

ヘリオ

デイル

カーツ

オーク

マグ
ニガ

セント

ハーマ

レグ
サム

テュ
ミュン

ハマ
ガルズ

オルム

リタ
イスカ

ポミア

ロー
マト

ポン
ピュク

ハ
チー

レイ
地名表

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

舞台

　この巻では登場人物や舞台の名前

を思いつかない時に使います。

　
〇名前表

　性別に応じた名前をつけます。

(名前表で4、2と出た時、性別

が女性なら「フローラ」、男性なら

「ダニエル」、その他の性なら「クリス」

と別の名前になります)

〇地名表

　地名(前)＋地名(後)でひとつ

の地名になります。

(「地名(前)」で3、6となって、

「地名(後)」で1、5と出たら、

地名に「セントティン」と書きます)

〇お願い表

　旅人に助けてほしいことが何か

思いつかない時に使ってみてください。

お願いする理由が決められます。

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

出目地名(後)

ロア
ガルド

サレム

ヨーク

ティン

レッジ

グ
ズ

マー
ガード

シャ
ワール

ドン
ガム

ゴー
トル

ター
リー

フォー

マス
ランド

ツェ
ア

ナ
ブルグ

プール

ベルグ

ホルン

ロット

ドルフ

ベリー

フロン

ド
ジ

カリム

コート

地名表
舞台

＋

出目お願いごと

自分の興
きょうみ
味をみたしたい。

あこがれの人に会いたい。

難しい任務をこなしたい。

研究したいものがほしい。

とある計画を失敗させたい。

生き別れの家族と会いたい。

泣かせた人を笑わせたい。

おいしい料理が食べたい。

とある物を届けてほしい。

約束した場所に行きたい。

助けた人に恩返ししたい。

魔
まじょ

女の呪
のろ

いを解いてほしい。

運命の相手を見つけたい。

ある場所を調
ちょうさ

査してほしい。

完治する薬がほしい。

ペットを見つけてほしい。

家族を見つけてきてほしい。

家宝を見つけてきてほしい。

災
さいがい
害からみんなを助けてほしい。

スリルのあることがしたい。

捕
つか

まった人を救
きゅうしゅつ
出してほしい。

第二の人生を歩みたい。

旅人になる方法が知りたい。

有名人になってほしい。

人助けに協力してほしい。

好きな人に告白したい。

王様になる手助けがほしい。

悪
わる

い野望を阻
そし

止したい。

夢に見た場所へ行きたい。

楽しい思い出をつくりたい。

ワクワクすることがしたい。

同居する人を探している。

仕事仲間を探している。

愛する人を探
さが

してほしい。

ライバルを探
さが

してほしい。

本当のことを知りたい。

お願い表

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

登場人物 付録

CC-BY Yasuda Lin



書
名　

物
語
の
世
界
を
旅
し
よ
う

発
行
日　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
五
日　

初
版
第
一
刷
発
行

著
者　

保
田
琳(

遊
学
芸
）

監
修
者　

石
田
喜
美

（横
浜
国
立
大
学
）

イ
ラ
ス
ト
・
デ
ザ
イ
ン　

保
田
琳

（遊
学
芸
）

発
行
者　

石
田
喜
美

（横
浜
国
立
大
学
）

※
本
冊
子
は
、
電
気
通
信
普
及
財
団
研
究
調
査
助
成

「
デ
ジ
タ
ル 

メ
デ
ィ
ア
社
会
に
お
け
る

『
情
報
活
用
能
力
』
育
成
に
向
け
た 

基
礎
理
論
の
構
築
―
英
国
の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
研
究
に
お
け
る

近
年
の
動
向
に
着
目
し
て
―
」
の
研
究
成
果
を
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
す
る

た
め
、
制
作
・
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

保
田　

琳

ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ
ナ
ー
。

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
了
。
研
究
テ
ー
マ
は
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
を
用
い
た
相
互
や
り
取
り
に
よ
る
想
像
力
の
育
成
。

東
京
学
芸
大
学
に
て
、
加
藤
浩
平
と
共
同
で
、
研
究
に
用
い
る
た
め
多
く
の
人
に
遊
び
や
す
い
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

『い
た
だ
き
ダ
ン
ジ
ョ
ン
Ｒ
Ｐ
Ｇ
』
を

開
発
し
て
研
究
協
力
す
る
。

Ｌ
ｕ
ｄ
ｉ
ｘ 

Ｌ
ａ
ｂ
に
て
シ
リ
ア
ス
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
学
び
、
「
遊
学
芸
」
と
い
う
団
体
名
で

「
遊
び
」
と

「
学
び
」
を
ひ
と
つ
に
し
た
学
習 

ゲ
ー
ム
開
発
を
す
る
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
会
社
や
様
々
な
大
学
と
協
力
し
て
学
習
ゲ
ー
ム
教
材
の
開
発
を
行
う
。

第
15
回
ゲ
ー
ム
・
フ
ィ
ー
ル
ド
大
賞
に
て
、
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
作
品

『マ
モ
ノ
と
♪
』
が
Ｓ
Ｒ
Ｓ
部
門
で
準
入
選
。

石
田　

喜
美

横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
准
教
授
。

専
門
は
、
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
。
筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科
修
了
。
博
士

（教
育
学
）。

日
本
読
書
学
会
・
理
事
、
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
・
研
究
部
門
委
員

（２
０
１
９
年
３
月
現
在
）。

中
高
生
・
大
学
生
を
中
心
と
し
た
若
者
た
ち
の
学
校
外
で
の
学
び
を
い
か
に
学
校
内
で
の
学
び
に
結
び
つ
け
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
、 

言
葉
や
読
書
の
教
育
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
や
実
践
を
展
開
し
て
き
た
。

現
在
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の
研
究
者
・
実
践
家
や
組
織
と
協
働
し
て
、
ゲ
ー
ム
を
用
い
た
学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
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